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特特 集集
持続可能な地域づくりに向けて
出会い・ふれあい・語り合い ～ みらいよりあい ～

　
「
未
来
寄
合
」
と
は
、
地
域
の
課
題

を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
、
自
由
に
語
り
合
う
対

話
の
場
で
す
。

　
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
社
会
構
造
が
変
化
す
る
中
、

地
域
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
担
い
手
不
足
な
ど
地
域
自

体
に
も
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
・
活
気
あ
る
地
域
に
し
て

い
く
た
め
の
対
話
の
場
と
し
て
、
令

和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
の
２
年
を

か
け
て
、
小
学
校
区
ご
と
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

未
来
寄
合
っ
て
何
？
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「
未
来
寄
合
」
は
、
各
小
学
校
区
２
回
ず
つ
開
催
し
ま

し
た
。

　
１
日
目
は
、「
う
ち
の
学
区
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
〜
地

域
の
強
み
・
弱
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
。
最
後
に
、「
な
っ
た
ら
い
い
な
！
こ
ん

な
学
区
」
を
ま
ち
づ
く
り
川
柳
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、「
地
域
づ
く
り
〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
っ
て
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
日
目
で
出
た
特
徴
の
中

か
ら
テ
ー
マ
を
選
出
。
自
助
・
互
助
・
公
助
で
誰
が
ど

ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
ら
良
い
か
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
当
日
の
様
子
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
条
川
小
学
校
区

　
五
条
川
小
学
校
区
で
は
、
地
域
の
強
み
と
し

て
、
桜
が
き
れ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
が

活
発
で
あ
り
、
近
所
の
仲
が
い
い
と
い
う
声
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
課
題
と
感
じ

て
い
る
こ
と
と
し
て

は
、
交
通
量
が
多
く
道

が
狭
い
、
独
居
高
齢
者

の
増
加
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

岩
倉
南
小
学
校
区

　
岩
倉
南
小
学
校
区
は
、
地
域
が
広
く
、
交
通

や
買
い
物
な
ど
の
利
便
性
に
違
い
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
浮
か
び
上
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
名
草
線
を

挟
ん
だ
東
西
の
特
性

（
住
宅
地
、
農
地
、
工

場
の
集
積
）
に
も
多

様
な
「
顔
」
が
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

岩
倉
北
小
学
校
区

　
岩
倉
街
道
を
中
心
に
発
展
し
た
伝
統
文
化
、

桜
並
木
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
五
条
川
、
岩
倉

駅
に
近
く
便
利
な
立
地
に
よ
り
新
し
く
住
民
に

な
っ
た
人
も
多
い
岩
倉
北
小
学
校
区
。

　
昔
な
が
ら
の
街
並

み
に
は
狭
い
路
地
も

多
い
け
れ
ど
、
袖
が

触
れ
合
う
縁
に
も
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
か
も
、
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

岩
倉
東
小
学
校
区

　
岩
倉
東
小
学
校
区
で
は
、
約
７
割
の
人
が
岩

倉
団
地
に
暮
ら
し
て
お
り
、
自
治
会
を
中
心
に

ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
強
く
感
じ
ら
れ
る

一
方
、
団
地
の
内
外
の

交
流
が
必
要
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
国
際
色
が
豊

か
な
地
域
で
「
多
文
化

共
生
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
い
ま
す
。

曽
野
小
学
校
区

　
曽
野
小
学
校
区
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が

残
り
、
五
条
川
の
桜
の
見
ど
こ
ろ
も
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
名
古
屋
に
近
く
交
通
の
便
が
良

い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
、
昔
よ
り
つ
な
が
り

が
希
薄
に
感
じ
る
な
ど

の
ほ
か
、
水
害
が
心
配

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま

し
た
。

各
小
学
校
区
２
回
ず
つ
開
催
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プ
ラ
ス
ワ
ン
地
域
の
担
い
手
不
足
を

　
　
　
　
解
消
す
る
に
は
？

　
２
日
間
の
未
来
寄
合
で
話
し
合
っ
た
内
容

を
基
に
、
更
に
も
う
一
歩
深
掘
り
し
て
、
地

域
で
考
え
て
い
く
た
め
に
、「
未
来
寄
合
プ
ラ

ス
ワ
ン
〜
さ
ら
な
る
一
歩
編
」
を
各
小
学
校

区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
に

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、「
役
員
の
仕
事
の
見
直

し
・
連
携
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｔ
化
」、「
待

遇
や
報
酬
の
見
直
し
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

これまでを振り返って

　気づいたこと・発見

やりがいの
見える化が大事

課題を共有し、解決方法を
見出していく過程が大切

若い世代を巻
き込むことも
重要

次の担い手になる人の
負担軽減のためにも、
仕事の見直しが必要

学
生
版

▲参加者からの「いいな！」が多かった上位３つのアイデア

未来寄合 全体フォーラムを開催します！

●とき　１月 20日㈯午後２時～５時
●ところ　アデリア総合体育文化センター多目的ホール
●内容　第１部　耳寄り講演会（ゲスト：岡崎まち育てセンター・りた　天野裕さん）
　　　　「まちで遊び まちに学び まちと暮らす - まちを自分ごとにする「新しい自治」のかたちｰ」
　　　　第２部　おしゃべりカフェ [交流会 ]（ファシリテーター：まち楽房（有）加藤武志さん）
●申し込み　下記問合先に電話、右記申込フォームへの入力、または①氏名、②年代、③電話番号、
④お住まいの小学校区名を記入のうえ、件名を「未来寄合 全体フォーラム」として、メールを送信してください。
●問合先　協働安全課市民協働グループ（☎ 38-5803、メール kyoudou@city.iwakura.lg.jp)

　市内５つの小学校区合同の全体フォーラムを開催します。未来寄合に参加したことがある人も初めて
の人も、お住まいの地域のこれからを一緒に話し合いませんか？

　
岩
倉
中
学
校
と
南
部
中
学
校
の
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
生
徒
が
参
加
し

て
、
中
学
生
版
「
未
来
寄
合
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、『
中
学
生
発
！
「
い
わ
く
ら

★
魅
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提

案
せ
よ
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

中「いわ
く
ら
★
魅
力
ア
ッ
プ

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提
案

申込フォームはこちら
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